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現
在
の
群
馬
県
前
橋
市
に
生
ま
れ
た
萩
原
朔
太
郎
は
、
一
九
一
七

年
に
処
女
詩
集
『
月
に
吠
え
る
』
を
刊
行
。
感
情
の
奥
底
を
口
語
の

リ
ズ
ム
で
表
現
し
、
当
時
の
詩
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

そ
し
て
日
本
の
近
代
詩
史
上
に
口
語
自
由
詩
と
い
う
新
た
な
作
風
を

確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
詩
の
本
質
と
詩
が
生
ま
れ
る
背
景

を
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
し
た
詩
論
集
『
詩
の
原
理
』
や
散
文
詩

な
ど
に
よ
っ
て
、生
涯
に
わ
た
り
詩
的
表
現
を
追
究
し
続
け
ま
し
た
。

　
そ
の
朔
太
郎
の
新
し
い
詩
に
接
し
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
が

福
井
ゆ
か
り
の
詩
人
・
三
好
達
治
で
す
。
高
校
時
代
『
月
に
吠
え
る
』

を
読
み
、
そ
の
魅
力
に
心
酔
し
た
三
好
は
、
一
九
二
七
年
に
朔
太
郎

が
転
居
先
を
見
つ
け
て
く
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
交
友
が
始

ま
り
、
創
作
と
実
生
活
の
両
面
で
、
生
涯
師
弟
と
し
て
の
交
わ
り
を

続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
朔
太
郎
の
死
に
際
し
て
は
、「
師
よ
　
萩
原

朔
太
郎
」
に
よ
っ
て
そ
の
詩
業
を
称
え
、
師
へ
の
想
い
を
詠
い
ま
し
た
。

　
萩
原
朔
太
郎
没
後
八
〇
年
を
迎
え
る
今
年
、
全
国
の
文
学
館
な
ど
で

一
斉
に
開
催
す
る
「
萩
原
朔
太
郎
大
全
２
０
２
２
」
の
一
環
と
し
て

開
催
す
る
本
展
覧
会
は
、
日
本
の
近
代
詩
に
新
た
な
境
地
を
開
い
た

萩
原
朔
太
郎
と
、
朔
太
郎
を
師
と
慕
っ
た
三
好
達
治
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館 

秋
季
企
画
展

三
好
達
治

師
・

萩
原
朔
太
郎
と

三好達治
「師よ 萩原朔太郎」書幅
（当館蔵）

萩原朔太郎愛用のギター
（前橋文学館蔵）

「朔太郎の故郷は
土地ではないかも知れない」
講師：萩原朔美（前橋文学館館長）
日時：2022年12月17日（土）
 14：00～15：30
会場：福井県立図書館 多目的ホール
定員：70名

1.萩原朔美氏講演会 要申込
無 料

講師：九里順子（近代文学研究者）
日時：2022年10月8日（土）
 14：00～15：30
会場：福井県立図書館 多目的ホール
定員：50名

「ことばを「盗む」犀星
　　　　―朔太郎・達治に触れつつ―」

2.九里順子氏文学講座 要申込
無 料

3.クイズラリー展示室にあるクイズを解いて
プレゼントをゲットしよう！

会期中、文学館カウンターで受付！

関連イベント

三好達治
萩原朔太郎宛書簡
（前橋文学館蔵）

Twitter

WEBから申込▼

WEBから申込▼


